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第４０回津市総合教育会議議事録 

 

日時：令和２年８月２４日（月） 

午前１１時開会 

場所：津市教育委員会庁舎４階 教育委員会室 

 

 出 席 者    津 市 長    前 葉 泰 幸 

津市教育委員会   教育長  森 昌 彦 

                    委 員  中 村 光 一 

委 員  滝 澤 多佳子 

                    委 員  富 田 昌 平 
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事務局 定刻になりましたので、前葉市長から第４０回津市総合教育会議の開

催の御挨拶をお願いいたします。 

 

津市長 ただ今より第４０回津市総合教育会議を開催します。よろしくお願い

いたします。 

 

事務局 ありがとうございました。それでは本日の協議・調整事項であります

「津市ＧＩＧＡスクール構想の実現について」に入りたいと思います。まず、「津

市ＧＩＧＡスクール構想の実現について」、事務局から御説明させていただきま

す。 

 

教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 津市のＧＩＧＡスクール構想

の現状と今後の方向性について、御説明させていただきます。資料の②を御覧

ください。昨年度、国が令和５年度までに小中学校の児童生徒に１人１台端末

を整備する「ＧＩＧＡスクール構想」を打ち出したことを受け、津市において

は、令和２年度中に各学校へ大容量の高速通信ネットワークと端末を収納する

キャビネットを整備するための予算約６億円を、今年の３月補正予算に計上い

たしました。また、令和２年度は１人１台端末を小学５・６年生と中学１年生

の児童生徒に配付し、国が目標とする令和５年度までに、順次全ての学年に行

き渡るよう計画しておりました。そのような中、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大の影響により、臨時休業が長期化し、教育課程の実施に支障が生じる

事態に備え、遠隔授業などを早期に実現させるため、国が令和２年度中に全学

年の児童生徒に１人１台端末を確保するための支援を加速させました。津市に

おきましては、小学校に１万３，９０２台、中学校に６，５５６台、指導者用

端末として７６９台を整備するための予算約１１億円を、今年の６月補正予算

に計上いたしました。現在、各学校において、校内通信ネットワーク整備と１

人１台端末を保管及び充電する電源キャビネットを設置する工事を実施してお

り、今年度末には全ての学校に校内通信ネットワーク及び１人１台端末が整備

される予定です。 

 次に、来年度から始まる１人１台端末を活用した授業について、説明させてい

ただきます。資料の②を引き続き、御覧ください。今まで教員が主導し、進める

ことが多かった一斉授業につきましては、デジタル教材を効果的に活用するこ

とにより可視化や共有化が図られ、子どもたちにとって、より一層分かる楽しい

授業になるのではないかと考えています。また、今までは教員が授業中に子ども

たち全員の考えや思いをしっかり把握することが難しかったのですが、端末を

活用することにより、これまでなかなか自分の思いや考えを伝えることができ
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なかった子どもが様々な方法で表現することが可能になったり、不登校の子ど

もが教員や友達とつながりながら授業に参加することが可能になったりするこ

とも考えられます。また、デジタル教材や学習支援サイト「津市ｅ‐Ｌｅａｒｎ

ｉｎｇポータル」を活用することにより、子どもたちのニーズや学習状況に応じ

た個別学習が可能となるため、子どもたちの興味や関心、習熟度に合わせて家庭

学習を行ったり、それぞれの居場所から教員や友達とつながりながら学んだり

することができます。さらに、子どもたちの学習履歴のポートフォリオが作成さ

れていくことから、教員が今まで以上に一人一人の学習状況や習熟度等を把握

することができ、より一層「個」に応じた指導につなげていくことが可能になり

ます。 

 次に、資料の④を御覧ください。子どもたちはステップ１からステップ３の学

習を展開していくわけですが、学習に当たり、まずは先生が端末を活用して授業

ができる指導力と対応力を高めることが必要になると考えております。 

そこで、資料の⑦を御覧ください。９月以降、教員への研修を計画しておりま

す。９月に入りましたら、三重県教育委員会と連携し、一斉研修会を行いたいと

考えています。ここでは、「ＧＩＧＡスクール構想」が目指すところの理解を図

るため、今後どのような方向性で進めていくかを説明するとともに、ＩＣＴの効

果的な活用方法や注意点等について、先進事例の紹介を交えながら研修します。

そして１０月以降の半年間は、ステップ２、ステップ３、ステップ４というかた

ちで、端末の基本操作、アプリを使った授業の進め方、プレゼン、スライドショ

ーの作成方法等、端末を使った具体的な授業について、各学校での研修会やＯＪ

Ｔ研修を実施しながら進めていきたいと考えております。これらの研修会につ

いては、現在、サポートに当たるＧＩＧＡスクール支援員の導入を検討している

ところであり、本年度３月末までに全ての学校で準備を整えていきます。 

本日、動画を用意させていただきましたので、子どもたちが授業の中で１人１

台端末をどのようなかたちで使っていくのか、その一端を見ていただきたいと

思います。 

 

～「津市ｅ‐Ｌｅａｒｎｉｎｇポータル」の画面～ 

 

教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 これが「津市ｅ‐Ｌｅａｒｎｉ

ｎｇポータル」です。全ての学年の主要教科について、子どもたちが自分で選ん

で見ることができるようになっております。今は、少し堅苦しい画面になってお

りますので、変えていこうということで、子どもたちが馴染みやすい画面にする

ため、三重大学教育学部と一緒に考えているところです。今見ていただいている

のは教育委員会のコースなのですが、それとは別に各学校のコースもあり、家庭
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で復習をするときの材料として、毎日のように「津市ｅ‐Ｌｅａｒｎｉｎｇポー

タル」を使っている学校もあります。今から、橋北中学校の先生が作ったコンテ

ンツで、技術の先生が使っているものを一つ見ていただきたいと思います。 

 

～動画（技術）～ 

 

教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 学校で授業をした後、子どもた

ちがもう一度、家庭で端末を見て復習できるように、それぞれのコンテンツが貼

り付けてあります。復習に使えるよう、授業したものを全て貼っているという学

校もあります。また小学校においては、学校で使ったプリントをもう一度家庭で

できるよう、ワークシートをたくさん貼っている学校もあります。 

それでは、今から小学校の英語の時間の様子を見ていただきます。ＡＬＴが作

った津市のチャンツを、授業の始めに皆で歌いながら覚えています。 

 

～動画（英語）～ 

 

教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 子どもたちが単語を覚えられる

よう、ＡＬＴがつくったワークシートが貼ってあります。ＡＬＴは毎日学校にい

るわけではありませんので、子どもが家庭で使ったり、授業中に先生が使ったり

できるよう、こういったカードと音声を合わせてアップしています。 

 子どもたちが自分で指を指しながらゲーム感覚で学習しています。こういっ

たものを家庭学習で使うとともに、英語の授業の開始前に触れて、活用している

学校もございます。 

次に、特化研究プロジェクトにおいて、すでにｉＰａｄを使って先進的に授業

をしている明小学校の様子を見ていただきます。図工の時間です。このクラスは

４月からｉＰａｄを使って、授業をしております。津市では、ロイロノートとい

うアプリを使って今後の授業を展開していきたいと考えており、明小学校でも、

この４月からロイロノートを導入して、子どもたちがプレゼン力を身に付けら

れるよう、授業を展開してきました。７月に授業をしたときの様子を見ていただ

きます。 

 

～動画（明小学校・図工）～ 

 

教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 子どもたちが作った作品を紹介

し合う授業です。自分がアピールしたいところをカメラで撮影する作業をして

います。画面の中で、キーボードで文字を打つか、ペンで書くかを選択できます
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ので、文字を打つ子と書く子の二通りに分かれます。そして、いよいよ発表です。

子どもが全ての端末操作をしています。工夫したところを丸で囲って、文字を添

えた画面を使って説明します。このような形で授業が展開されているという一

端を見ていただきました。これは明小学校４年生の図工の授業ですが、他の教科

でも１人１台端末を活用しています。今は４年生と６年生が主に使っているの

ですが、６年生はもう少し高度な課題に挑戦しながら、友達同士で情報交換する

協働学習も進めているところです。１人１台端末は、本当に多くの可能性がある

と思っておりますので、教える側がしっかりと力を付けて、４月から授業の中で

活用していけるよう、準備していきたいと思っております。説明は以上です。 

 

津市長 次に、私が提出した資料を御覧いただきたいと思います。１枚目は、８

月１日号の広報の市長コラムです。津市のＧＩＧＡスクール構想を、どのように

実現しようとしているのかというこれまでの流れを市民の皆さんにお知らせし

ました。  

２枚目も８月１日号の広報ですが、第２弾の補正予算の中で１人１台端末の

導入に向けて１０億９，５２５万円の予算を組んだということを、新型コロナウ

イルス感染症に係る支援策の一つとして掲載しております。 

３枚目は、６月２６日に知事に対して緊急要望をした中の１項目になります。

ＧＩＧＡスクール構想で２万１，２２７台の端末を整備するのですが、実際に来

年度からこの端末を使った授業が始まるので、今見せていただいた明小学校の

先生１人の話ではなく、全教員が端末を自由に使えるような状態にしていかな

ければなりません。これは簡単なことではないので、三重県もいろいろと研修を

計画中だとは思いますが、充実してくださいというお願いをしてきました。 

資料の⑦を御覧いただきますと、ステップ１のところで三重県教育委員会が

情報教育推進研修会をしていただくことになっていますが、これは津市オリジ

ナルですか。 

 

教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 オリジナルです。 

 

津市長 津市では、まず、情報教育推進研修会で全体的な話を県教委にしてもら

い、その後、端末活用研修会に入っていくというかたちにさせていただきました。

本日午後２時からの発表ですが、この端末活用研修会は、市教委の指導主事だけ

ではなかなか大変ですので、臨時にサポートするＧＩＧＡスクール支援員を配

置するということで、１０人分の費用を９月補正予算に計上する予定です。補正

予算が通れば、１０月からＧＩＧＡスクール支援員が研修をサポートし、来年の

４月には全教員が自信を持って端末を使える状態にしていきたいと考えていま
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す。 

以上、補足的な説明をさせていただきました。では、御自由に御意見をお願い

します。 

 

教育長 中村委員。 

 

中村委員 ＧＩＧＡスクール構想に合わせ、非常に先進的な取り組みをされて

いると感じました。先ほどのプレゼンについて、小学生の時からこういうかたち

で学んでいれば、将来、例えば津市職員になったときには、いいプレゼンができ

るだろうと思いますので、とても楽しみです。 

一つだけ、自宅学習をするときのネット環境が整っていない家庭への対応が

心配されるのですが、導入されるｉＰａｄはセルラータイプではなく、Ｗｉ-Ｆ

ｉタイプだと思うので、Ｗｉ-Ｆｉがない環境では使えないと思います。しかし

ながら、ｉＰａｄにダウンロードしたアプリを使って学習するということは非

常に効果的だと思いますので、ネットワークを介した学習だけではなく、例えば

ドリル的なアプリを入れるなど、いろいろな手法を使って取り組んでいただけ

ればと思います。 

 

津市長 家庭での学習についてですね。学校ではＷｉ-Ｆｉ環境を整えますが、

家庭ではどうですか。 

 

教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 全ての学校で、各家庭の状況を

一斉に調査させていただいたところ、回答いただけなかった家庭を含めて１割

弱の家庭にＷｉ-Ｆｉ環境もしくは端末がないという結果になりました。先進的

な取組をしている他市の学校に聞き取ったところ、先ほど中村委員がおっしゃ

ったようにＷｉ-Ｆｉ環境のない家庭については、学校で必要な動画やプリント

をダウンロードしてから、端末を持って帰っているとのことでした。ネット環境

がなくても、動画を見ながらプリントをするという家庭学習が非常に効果を上

げているということを聞いております。学校で定着が図れなくても、動画を持ち

帰り、家庭学習に使えば、今の家庭学習のやり方より数段力が付けられるのでは

ないかと思いますので、そういったことも参考にしていきたいと考えておりま

す。 

 

津市長 富田委員、どうぞ。 

 

富田委員 非常に興味深い動画を拝見させていただきました。１人１台端末が
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急に決まった背景には、ＩＣＴを活用した教育の実践力は現場で鍛えようとい

う考えがあったのではないかと思います。もちろん養成校でも取り組んでいく

のですが、助走なしにいきなり飛び込むというような感じで、これはもうやらざ

るを得ません。逃げ場がない状況ですので、現場で鍛えなさいという国のメッセ

ージではないかと感じています。ですから、研修がとても大事になると思うので

す。先ほどの技術の動画は、始めの部分が無言だったので、あまり楽しくないな

とは思いましたが、こういう映像というのは恐らく古びることがなく、研修では

とても役立つと思います。従来は現地に行かないと研修を受けられなかったの

が、教員がこの動画を見て、他の先生はこのようにやっているという先進的な事

例を学ぶことができるので、非常にいいなと思いました。 

実はうちの大学では、つい先日、予定されていた主免許実習と副免許実習が全

て中止になりました。この実習がなくなるというのは、教員の質の確保という面

で大問題となります。学内で模擬授業をやってもあまり効果がないような気が

しますし、今後、このコロナの状況がどれだけ続くか分からないので、数年間は

実習経験が非常に少ない新任教員が現場にやってくるということが続くと思う

のです。そうなった場合に、もちろん養成校でも取り組んでいくわけですが、こ

ういった動画があると、新任教員のための研修に非常に役立つだろうと感じま

した。 

それから、もう一点、私は幼児教育・保育が専門ですので、そこのところで少

し気になることがあります。おそらく、国のＧＩＧＡスクール構想の対象に幼児

教育・保育は含まれていません。保育の実践の中でＩＣＴを活用するというのは、

現実にそれほどないのですが、幼児教育・保育の現場にいる教職員が情報弱者に

なってしまうのはまずいと思うのです。小学校以上の先生は、こうした研修の素

材を見て学んでいけますが、幼稚園の先生が、リモート学習のノウハウやスキル

を全く持っていないというのは困ると思いますので、その辺りのことを考えて

いくことも大切だと思いました。 

 

津市長 ありがとうございます。２点いただきました。教育長、どうぞ。 

 

教育長 明小学校の実践について、まだまだ改善の余地はたくさんあるのです

けれど、一つの到達点として、まず、先生たちに研修を通して、このようなかた

ちの授業になっていくというイメージを持ってほしいと思っています。先生た

ちが、個人でパソコンを使ったり、ＱＲコードで読み取った画面を見たりするだ

けでいいと思っていると困りますので、先ほど紹介した３月までに実施する研

修の中で、目指す姿を知らせることが、とても大事だと思います。今、富田委員

がおっしゃったように、まずは、こういったものを見てもらうのが重要だと思っ
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ています。 

 

津市長 この明小学校の先生は、どうやってここまでできるようになったので

しょうか。他の先生たちは、ここまでできるようにするために、どのように取り

組めばいいのか知りたいと思うのです。 

 

教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 この先生は研修を経て、このよ

うなかたちで授業ができるようになりました。津市にも養成研修がありますし、

県の研修にも代表で出ていただきました。この先生からまず、６年生の先生に広

げていっていただいて、ようやく明小学校では他の学年の先生たちも、ある程度

できるような状況になってきました。リーダーになれる先生が各学校に１人い

ると、モデルにもなりますし、スキルを教えていただけるので、少しずつ裾野を

広げているような状況です。 

 

津市長 この意見について、いかがですか。 

 

教育長 学校訪問の際に校長先生の話を伺うと、核になる先生というのは間違

いなく若手の先生です。自分たちの年代の先生に対して、教える立場になるのは

２０代後半や３０代の若い先生で、既にＩＣＴを活用して授業をしている先生

もたくさんいます。大体そういう先生が各学校に１人はいるので、単にＧＩＧＡ

スクール構想でＩＣＴの活用を進めるということだけではなく、広い意味での

人材育成にもつながると思っています。若手の先生が中心となり、年配の先生た

ちに教えるということを通して、ゆくゆくは中核的な教員になっていくという

ことを、一つ大きな視点として大事にしたいと思っています。 

 

津市長 富田委員。 

 

富田委員 各学校において若手の先生が核になって進めていくということは、

当然あると思うのですが、その先生が疲弊しないように気を付けていただきた

いと思います。三重大学ではＭｏｏｄｌｅを使っているのですが、６０代ぐらい

の先生方に呼ばれてＭｏｏｄｌｅの使い方を教えに行くと、毎回、一からになり

ます。全部リセットされているので、すごく時間がかかりますし、特に情報に強

い先生が頻繁に呼ばれて、かなり疲弊しています。 

 

津市長 疲弊しないような配慮が大切ということですね。 

では２番目の件について、お願いします。幼児教育・保育の現場ではＩＣＴの
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活用といったことが、すぐには進まないだろうから、幼稚園の教職員が情報弱者

になり、小中学校の教職員と差が付いてしまうという件に関して、いかがでしょ

うか。 

 

学校教育・人権教育担当理事 現在、公立の幼稚園と小学校の連携を非常に大事

にしております。ですので、今後、職員が交流する中で、幼稚園の先生たちに小

学校へ行ってもらって、低学年でも１人１台端末を使ってこういうことをやっ

ているということを、まず知ってもらうことが大事だと思います。そして幼稚園

の先生に、幼稚園の現場で何ができるかということにつなげていってもらえれ

ばと思っています。幼稚園では、子どもたちが実物に触れることや、いろいろな

体験をすることを非常に大事にしていますので、そういう体験を経た上で、初め

て情報機器を使うことに価値が出てくると考えています。幼稚園、小学校、中学

校の役割がそれぞれあると思いますので、お互いに共有しながら、取り組めれば

と思っています。 

 

津市長 滝澤委員、よろしくお願いします。 

 

滝澤委員 先ほど、年齢の若い先生は対応しやすいというお話があったのです

が、資料⑥に「本市における教職員のＩＣＴ活用指導力の実態」というのがあっ

て、比較的、基本的なことは多くの先生ができるのですけれど、ＩＣＴを活用し

て更に深めるような指導が、なかなか難しいと思っていることがわかります。 

一番下の「児童生徒が互いの考えを交換し共有して話合いなどができるよう

に、コンピュータやソフトウェアなどを活用することを指導する」というのは、

２６.２パーセントの先生が「あまりできない・ほとんどできない」という回答

です。今年度は研修を一生懸命やっていただく予定ということをお伺いしたの

ですが、なかなか一朝一夕には難しい部分もあろうかと思います。時間もかかる

し、先ほど富田委員が言われたように、何回も同じことを指導していかないと身

に付かないというところもあろうかと思います。これを１００パーセント近く

まで持っていかないといけないと思うのですが、もう４月まで時間がないので、

ＧＩＧＡスクール支援員の導入を考えていただいたと思うのです。担任の先生

の能力次第で教育内容に差が出てくる可能性がありますので、いかにこのＧＩ

ＧＡスクール支援員をうまく活用できるかということが、キーになってくるの

ではないかと思います。まず、このＧＩＧＡスクール支援員をどのように活用す

るのか、お聞きしたいです。 

もう一つは、子どもたちが学校でこういった情報機器に触れることによって、

家庭でも自分で勝手にいろいろなメディアに接するようになり、もしかすると
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自分から情報発信したり、フェイクニュースや選別されていない情報を真に受

けたりする可能性があるのではないかと思います。これは、非常にリスキーです

ので、情報に振り回されず、正しい情報を選別したり、自分をコントロールした

りする力を、発達段階に応じてしっかり養っていくということが、非常に重要に

なってくると思います。正しくＩＣＴを活用するための教育を、どのようなかた

ちで進めていかれるのか、お伺いしたいと思います。 

 

津市長 教育研究支援担当参事、お願いします。 

 

教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 ＧＩＧＡスクール支援員につい

てですが、それぞれ教員の持っている力が違いますので、まず、各学校において

先生たちがどれぐらい対応できるのか、困っているのはどこかということを、正

確に把握して、リストを作っていきます。指導主事だけでは、なかなか個々の教

員の力を把握できませんので、２中学校区に一人、ＧＩＧＡスクール支援員を配

置し、各学校の実態把握にＧＩＧＡスクール支援員の力を活用したいと思って

います。把握した後に、リストを確認しながら、ＧＩＧＡスクール支援員に各学

校を巡回していただきます。例えば、全体的に弱い学校には、その学校にあった

内容の研修会をするとか、個々の力にばらつきがある学校には、それに応じた対

応をとるなど、ニーズに合ったサポートをしていただく予定です。 

メディアリテラシーやモラルについては、これからＩＣＴ教育が盛んになっ

ていくことを見越して、今も道徳の教科書にふんだんに盛り込まれていますの

で、そこで子どもたちに指導していきます。また、情報の使い方を誤れば、人を

傷付けることにもなりかねませんので、道徳の授業だけではなく、あらゆる場面

で、情報の選択などについてしっかりと教えていきたいと思います。また、現在、

「津市ＧＩＧＡスクール構想の手引き」を作成しており、その中で情報モラルに

ついて、この学年ではここまでやってほしいというところをしっかり明記し、先

生たちが共通理解を持って指導できるよう、これから半年間で準備していきた

いと思っております。 

 

滝澤委員 このＳｏｃｉｅｔｙ５．０というのは本当に夢のような世界なので

すけれども、今が、そこに生きる子どもたちを養成していく始めの第一歩だと思

います。国がこれだけの予算を投入して、全国津々浦々で、１人１台端末とＬＡ

Ｎの整備をするというのは、本当に画期的なことで、コロナがなければここまで

にはならなかったのではないかと思っています。諸外国ではかなり進んでいる

ようですので、試行錯誤しながらＳｏｃｉｅｔｙ５．０に生きる子どもたちが十

分に対応していけるよう、一歩一歩着実に進めていっていただきたいと思いま
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す。 

 

津市長 富田委員がおっしゃった「いきなり助走なしで飛び込んでいくことに

なる」というお話と、滝澤委員の「担任の先生の能力次第で差がついてしまうの

ではないか」というお話は、共通の御心配だと思うのですが、その辺りはどうで

すか。全ての子どもたちが同じように端末を使えるようになるかどうかが、担任

の先生の腕次第にならないかという心配をどうやって乗り越えようと思います

か。 

 

教育長 市長が市議会で、「子どもたちがパソコンを文房具のように使えるよう

に」とおっしゃったのですが、最終的に目指すところはそういうことだと各学校

に話をさせていただいているところです。この１人１台端末を活用すると、今ま

でとは違う、こんな子どもたちの姿が見られて、これは良いということを、まず

は先生たちに実感していただくことが何よりも大事だと思います。 

だいぶ日が経ちましたが、市長が知事のところへ緊急要望に行っていただい

た当時、我々行政の者と学校現場では、随分温度差があるということを感じてい

ました。まずは先生たちに火が付かないと、絶対に子どもたちにとって良いもの

にならないので、まずは先生たちの意識を高めるための研修を是非やっていた

だきたいとお願いしてきた記憶があります。これから半年間の私たちの仕事は、

端末をこういうやり方でこんなふうに使ったら、子どもたちはきっと喜んで、も

っと意欲的になるというようなことを、どれだけ先生たちに伝えられるかとい

うことが中心になってくると思います。 

 

教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 書画カメラと大型テレビを導

入したときも、最初はあまり使われていない状況があり、子どもたちの手元に

ある教科書だけで勝負していたのですけれど、今ではどこへ行っても書画カメ

ラで大型テレビに映して、共有しながら授業を進めています。先生たちが活用

の仕方を知ったことで、今ではなくてはならないものになっています。 

また、デジタル教科書を試行的に導入した学校があり、今年で３年目になる

のですが、例えば国語で、今まで先生たちが一つずつ漢字の書き順を指導して

いたところを、今ではルビもすぐに出て便利なので、たくさんの準備をしなく

ても授業ができるようになっています。高茶屋小学校などでは、前の授業の板

書を大型テレビに写して、次の授業をします。そうすると、子どもたちは前の

授業の内容を振り返りながら授業を受けられるので、より定着が図られます。

従来は、先生が模造紙に自分で書いたり、写真を撮って大きく引き伸ばした

り、といってもＡ３ぐらいまでしか引き延ばせなかったのですが、準備がとて
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も大変でした。教育長がおっしゃったように、ＩＣＴを活用するとこんなにい

いことがあるということを、これから半年間でいかに私たちが伝えられるかが

大事だと思っております。 

 

津市長 教員が納得していかないといけないということですね。 

 

教育長 間違いなく、教材作成の効率化や、教員の負担軽減にはつながると思い

ます。ちょうど今、新しい教科書に変わるところなのですが、例えばＱＲコード

を読み込んだら、カラーで非常によくわかる動画の解説が、すぐに見られます。

先生の説明が要らないぐらいの解説になっているので、今まで先生たちが時間

をかけて準備していたことを、全然やらずとも授業ができるのです。きっと実際

に使ってみれば、わかっていただけるのではないかと思います。とにかく最初は、

覚えていくための様々な研修を受け、それを通して先生たちが「これは良いな」

という意識を持ってほしいと思っています。 

 

津市長 ありがとうございます。私から、２点あります。 

まず１点目は、資料の⑧を御覧いただきたいと思います。「１人１台端末導入

スケジュール」の中のＯＳの話ですが、小学校はｉＰａｄで、中学校はＷｉｎｄ

ｏｗｓということにしました。これは、教育委員会が勝手に決めたのではなくて、

第三者委員会で意見を聞きながら決めたわけです。決まった以上、そうすること

の強みを積極的にお知らせしていく必要があると思います。教員に対してだけ

でなく、市民や保護者にも、子どもたちが小学校でｉＰａｄ、中学校でＷｉｎｄ

ｏｗｓの使い方を学べることが、結果として、この情報社会で生き抜いていく力

につながるんだと説明できないといけないと思います。これは逆から言うと、Ｃ

ｈｒｏｍｅＢｏｏｋを使わないということは、ＣｈｒｏｍｅＢｏｏｋは使わな

くても大丈夫ということを言えなくてはいけないので、その辺りを上手く伝え

ていかないといけないと思います。 

２点目は、この週末から起こっている戸木小学校の件についてです。２年生は

全員が休業になり、他の学年では濃厚接触者になった子どもたちが、陰性ではあ

ったものの、健康観察で２週間、出席停止になりました。前者の２年生は家にい

る２週間、全員が宿題をするために「津市ｅ‐Ｌｅａｒｎｉｎｇポータル」を活

用するということになりますが、後者は、対象となった子どもたち以外は普通に

授業を受けているわけです。対象となった子どもたちだけが学校に出てこられ

ない状態なので、どうにかその子どもたちを自宅から授業に参加させられない

かを考えるべきだと思うのです。これは、状況に応じて上手くやっていかなくて

はいけないのですが、現場にそういうコントロールセンターがないと、自身も自
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宅待機になった担任の先生一人の力ではなかなかできないし、対象者が複数の

学年にまたがっているので、より難しいと思います。今回はたまたま戸木小学校

で起こってしまったのですけれど、今後、どこででも起こり得る話です。一歩一

歩だと思いますが、良いかたちで積み上げていただき、仮に学校が休業になった

り、個人が出席停止になったりしても、学習についてはパソコンが一つあれば大

丈夫というところまで行きたいという高い志を持っております。以上、２点につ

いてよろしくお願いします。 

 

教育長 まず、小学校と中学校でＯＳを分けたことの意味ですが、今は幼稚園児、

極端なことを言えば２歳、３歳の幼児でも親のスマートフォンやタブレットを

触っています。そのような世の中ですので、取っ掛かりやすいという意味で、小

学校はｉＰａｄになりました。中学校もそのままｉＰａｄでいくという意見も

あると思いますが、将来のことを考えたときに、ｉＰａｄだけではなく、他のＯ

Ｓにも触れておいてほしいということで、変えたいという気持ちがありました。

ＷｉｎｄｏｗｓなのかＣｈｒｏｍｅなのかというところはあるのですが、両者

ともそれぞれいいところがあるので、何を取るかということになってくると思

います。その辺りは、教員や保護者に丁寧に説明していかないといけないと思っ

ています。 

今回、戸木小学校では２年生以外は、授業が進んでいるのだけれど、出席停止

になった子どもたちは学校へ行けないという状況になりました。Ｚｏｏｍを使

ってライブで授業を受けさせるということを試みてみようとは思っているので

すが、まだ準備が整っておりません。ライブではありませんが、例えば、授業の

様子を録画して、それをインターネット上にアップし、家庭で見て学習してもら

うという体制はとれるかと思います。市長が言われたように、ライブ形式で授業

を受けてもらうことが最終的な目標の一つではありますが、今の段階では、子ど

もたちの「今日はどんな授業をしたのかな。気になるな。」という不安に対して、

録画を見てもらうことで、応えられるような環境を作りたいと思っています。 

 

津市長 今回はたまたま出席停止ですけれど、例えば不登校になりかけている

子どもが少しずつ学校から離れてしまい、ますます行けなくなってしまうとい

うことがあると思います。自分は教室に姿を現したくないけれど、パソコンが一

台あれば家で授業に参加できるという状況を作ることができれば、不登校の子

どもたちへの対応もかなりできるのではないかという未来も感じています。あ

るいは病院に入院している子どもたちへの対応も可能だと思います。子どもた

ちがそういった恩恵を受けられると良いなと思っています。 
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教育研究支援担当参事（兼）教育研究支援課長 ＯＳについて、高校はＷｉｎｄ

ｏｗｓとＣｈｒｏｍｅを採用しています。Ｗｉｎｄｏｗｓは社会へ出たときに、

やはり必要だろうということで選択しており、Ｃｈｒｏｍｅは使いやすいとい

うことで、Ｃｈｒｏｍｅを中心にしつつ、どちらも併用して使っていくと聞いて

います。 

他市町では、Ｃｈｒｏｍｅが少なく、ｉＰａｄを使うところ、Ｗｉｎｄｏｗｓ

を使うところ、各地域によって様々です。その中で、津市が小学校と中学校でＯ

Ｓを分けたことについて、子どもたちが社会に出た時に、ＯＳに関わらず端末自

体をしっかり使えることが大事なのではないかという御意見をたくさんの方々

からいただきました。また、子どもたちは学校でしっかりと使えるようになって

いくので、ＯＳにこだわる必要はないという声もいただいており、私としては、

津市の子どもたちは小学校のときにｉＰａｄが使えて、中学校に行ったらＷｉ

ｎｄｏｗｓも使えて、高校へ進学した場合はＣｈｒｏｍｅも使えるということ

で、どのＯＳにも対応できる子どもたちが社会に出ていってくれたら嬉しいな

と考えています。与えていただいたものをしっかりと使わせていただきたいと

思っています。 

戸木小学校の件については、昨日、戸木小学校の先生たちと打ち合わせをして、

今日も担当職員が行っているのですけれど、一人でもできる子がいれば、この機

会にＺｏｏｍを使ってやってみたいと学校は言ってくれています。ただ、御家庭

の協力も要りますので、今日中にというのは難しいですが、調整しながら２週間

のうちにはやってみたいと思っています。それができれば、一つのモデルになり、

今後につながっていくと思いますので、教育委員会としてもしっかり支援して

いきます。 

 

津市長 他にいかがですか。富田委員、どうぞ。 

 

富田委員 今回のことは、本当に初めてのことなので、先生たちは非常に大きな

困難を乗り越えていかなければならないと思います。その場合に、自分の大学で

もそうだったのですが、情報交換の場があると良いと思います。先ほど申し上げ

ましたＭｏｏｄｌｅは、情報交換の場にもなっていて、どんどん好事例が発信さ

れ、蓄積されています。好事例がだんだん高度に、完璧になっていくので、あま

り見過ぎると辛いものがありますが、このくらいでいいのかなと見当をつけて

やっていけるようになったり、やり方を工夫する手立てになったりするので、と

ても便利です。そういう情報交換の場を作り、Ｑ＆Ａを蓄積していければ、他校

の先生たちの取組にもどんどん繋げていけるので、良いのではないかと思いま

す。 
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津市長 他にいかがですか。中村委員。 

 

中村委員 正直、私は結構、楽観視しています。というのは、私も実はｉＰａｄ

を使ったことがありませんでした。今回、これに合わせて私もｉＰａｄを買った

のですけれど、非常に楽です。ｉＰａｄが届いて箱から出しても、何の説明書も

ありませんでしたが、電源を入れたら勝手に画面が立ち上がり、「ｉＰｈｏｎｅ

を近づけてください」と表示されたので、近付けてみたらｉＰｈｏｎｅに入って

いるアプリが自動的にインストールされて、ｉＰｈｏｎｅの環境がすぐさまｉ

Ｐａｄで同じように使えました。できることが多くて、非常に操作性も高いです。 

また、今までは本屋さんに行ったり、Ａｍａｚｏｎで取り寄せたりして本を買

っていましたが、電子書籍を始めたら電子書籍ばかりになってきました。どんな

本でも揃っていて本当に便利です。ですから、先生用の端末もあるので、個人で

使うのと共用として使うのでは、少し違うかもしれませんが、使っているうちに

書画カメラと同じように慣れてくると思いますので、おもちゃと言うとおかし

いですけれど、先生たちもそれぐらいのつもりで使っていただけたらいいのか

なと思います。 

 

津市長 滝澤委員、どうぞ。 

 

滝澤委員 先ほど市長が言われたように、休んでいる子や病気の子がリアルタ

イムで授業の様子を見られることはとても良いことだと思います。そういう子

どもたちが恩恵を享受できるよう、取り組んでいただくということで非常に期

待しています。 

そのためにはある程度の予算が必要になってきますので、これを推し進めて

いくんだという津市の姿勢を予算化し、先生たちの研修をしたり、子どもたちが

休んでいても授業に参加したりできるような環境を整えるのだという強い意志

を持って進んでいっていただきたいと思うのです。というのは、国が言ったから

仕方がないと最低限のことだけをしている市町村と、もっと積極的に活用して

いこうとする市町村で、子どもたちに差が出てくるのではないかと思うのです。

情報化社会が進んでいくことは必然なので、津市で学んだ子どもたちに、津市で

教育が受けられて良かったと思ってもらえるよう、かける時間の面でも、予算の

面でも、十分に確保して取り組んでいただきたいです。 

 

津市長 大型テレビを、今回の９月補正予算で８３台購入する予定ですし、さら

に必要であれば１２月補正予算でもチャンスがありますから、現場の声をしっ



16 

 

かり把握し、充実させていきたいと思います。 

本日は、いろいろと御意見、ありがとうございました。ＧＩＧＡスクール構想

をしっかりと進めていくという確認をさせていただきました。 

他に事務局から何かありますか。 

 

事務局 特にありません。 

 

津市長 では、以上をもちまして第４０回津市総合教育会議を閉会いたします。

本日はありがとうございました。 

 

 


